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GPS稠密観測による日本海東縁ひずみ集中帯の地殻変動（２）
Crustal deformation of the strain concentration zone along the eastern Japan Sea margin
based on dense GPS observation
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我々は、日本海東縁ひずみ集中帯における地殻変形過程と地震準備過程の解明を目的として、新潟県の上越・中越地
域に約 50箇所のGPS観測点を設置し、毎年１?２ヶ月程度のキャンペーン観測を実施している。2008年以降３度のキャ
ンペーン観測を経て水平地殻変動の様子が明らかになってきた。
　対象地域は新潟県糸魚川市から南魚沼市に至る東西約 90kmの範囲である。GPS観測により、この範囲内で約 15mm/

年の短縮運動が生じていることが明らかとなった。キャンペーン観測データの速度推定精度は 2mm/年程度であるが、値
そのものはGEONETの連続観測点について得られた結果とほぼ整合的であり、地殻変動の議論を行うことが可能である。
　観測網内の各地域について詳しく見ると、糸魚川市周辺から高田平野までは顕著な短縮が見られない。高田平野西

縁断層は 1751年に M7級の地震を起こしたとされる B級の活断層であるが、現時点においては、GPSで有意な変形が
見出せていない。一方、高田平野東縁断層から東側の東頸城丘陵が東地域において主要な短縮変形を賄っている。十日
町盆地までの約 30km間で約 10mm/年の短縮が生じており、平均的な東西短縮ひずみの大きさは 0.3ppm/年に達する。こ
の東頸城丘陵における変形パターンは複雑な様相を呈しており、暫定的な解釈しかできないが、上越市と十日町市の境
界付近で顕著なステップ的な変化が生じている、もしくは、観測網の北側と南側で変形集中域がずれているようにも見
え、短波長の複雑な変形が生じている可能性もある。
　発表では、このデータに基づく暫定的な変形モデルを提示し、ひずみ集中帯の変形プロセスについて議論する。
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